
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

き    し     ゆう  すけ 

貴 志  祐 介（作家） 
 

1959年 大阪府生まれ。 

1996年「十三番目の人格－ＩＳＯＬＡ」で第３回日本ホラー 

小説大賞長編賞佳作に選ばれ作家デビュー。 

1997年「黒い家」で第４回同賞大賞を受賞、ベストセラーと 

なる。「黒い家」は、日本および韓国で映画化される。 

2005年「硝子のハンマー」で日本推理作家協会賞を受賞。 

2008年「新世界より」で第29回日本ＳＦ大賞を受賞するなど、 

幅広いジャンルの小説を手掛ける。 


